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研究成果の概要（和文）：子宮内膜症患者の腹腔内貯留液中の樹状細胞は貪食能が高いことをマ

ンノースレセプターの発現頻度が高いことにより示した。また、樹状細胞が腹腔内の子宮内膜

細胞を貪食し、TNFα、IL6などのサイトカインを分泌することを示した。これらのことより
腹腔内貯留液中の樹状細胞は、逆流子宮内膜細胞を貪食し、T 細胞のポピュレーションを変化
させるなど、腹腔内の免疫環境を変化させ、子宮内膜症の進展に関与する可能性を示した。 
 
研究成果の概要（英文）：DCs phagocyte endometrial cell in retrograde menstruation and  
provoke inflammation and in turn contribute to the progress endometriosis. 
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１．研究開始当初の背景 
腹腔内への月経血の逆流は、子宮内膜症の発
症および進展に重要な働きを持つ。 
樹状細胞(Dendritic cell: DC)は、免疫応答・
免疫寛容をコントロールする重要な役割を
担っており、腹腔内単核球の約 1-4割を占め
ている。 
 
２．研究の目的 
我々は、逆流月経血と腹腔内の樹状細胞との
相互作用に注目して、次の実験を行った。 
 
３．研究の方法 
１	
 
婦人科良性疾患に対して腹腔鏡手術を受け

た患者のうち、正常月経周期を有し、PID の
既往がなく、子宮卵管造影を受けたことがな
いものを対象として、腹腔内貯留液を回収し、
単核球(PFMC)を抽出した。	
 
フローサイトメトリーにて、BDCA1 陽性 CD19
陰性細胞を Myeloid	
 dendritic	
 cell	
 type	
 1	
 
(MDC1)	
 として、MDC1 が PFMC に占める割合を
求めた。	
 
また、MDC1 の機能を評価するために、抗原認
識および貪食に重要な働きをもつ Cタイプレ
クチンの一つである、Mannose	
 receptor	
 (MR,	
 
CD206)の陽性率についても評価を行った。	
 
２	
 
腹腔内の DC と逆流月経血の相互作用を in	
 
vitroの実験系で明らかにするために、次の
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実験を行った。	
 
	
 
DC：	
 
ヒト末梢血単球由来の Monocyte	
 derived	
 DC	
 
(MoDC)	
 
	
 
逆流月経血のモデル：	
 
蛍光色素(PKH26	
 or	
 PKH	
 67)にて染色した培
養子宮内膜間質細胞(NES)を、凍結融解を 3
回繰り返してネクローシスさせたもの
(nNES)を使用。	
 
	
 
→これらを共培養して、その相互作用を解析
した。	
 
	
 
４．研究成果	
 
１	
 
MDC1 の割合は、子宮内膜症の病期間で有意差
はなかった。	
 
MR 陽性 MDC1 の割合は子宮内膜症 Stage	
 
III/IV で有意に高かった。	
 
２	
 
MoDC は、6 時間の共培養後に、necrotic	
 NES
を貪食していることが確認された。	
 
	
 
MoDC と nNES を 2 日間共培養して、単独培養
群の MoDC と、MR の発現を比較した。	
 
→nNES の貪食によって、MR の発現は影響を
受けないことが示された。	
 
	
 
nNES と 2 日間共培養した MoDC を、MR の高発
現群と低発現群に分けて解析した。	
 
→MR の発現が高いほど、nNES を貪食してい
た。	
 
	
 
RT-PCR にて、子宮内膜を貪食した MoDC の、
IL6 や IL1β 産生が増加していることがわか
った。	
 
	
 
以上よりネクローシスした子宮内膜間質細
胞を貪食した樹状細胞は、IL6 や IL1β を高
発現することで、腹腔内の炎症を亢進させ、
子宮内膜症を増悪させている可能性がある
ことが示唆された。	
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